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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

富士駅周辺地区

平成30年3月

静岡県富士市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

・富士駅南まちづくりセンターは改修後2
年半であり、認知度が低い中にあって、
「不満」「やや不満」が2.7%から1.2%に低
下し、「満足」「やや満足」に「普通」を加
えて見た場合、評価値97.3％から確定値
98.8％に増加していることから、相対的
な満足度は上がり、評価は高い。

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

その他の
数値指標３

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

24 H29年11月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月

その他の
数値指標１

防災拠点満足度 ％

指　標 従前値

その他の
数値指標２

H　　年　月指標５

指標３ 交通環境満足度 ％ 12

71,807 87,726

△

29 H29年11月 △

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

・利用満足度の「満足」「やや満足」は、
目標値50%に至っていない。しかし、「不
満」「やや不満」は評価値6.0％から確定
値5.4％に低下し、「満足」「やや満足」に
「普通」を加えて見た場合、評価値93.9％
から確定値94.6％に増加しており、相対
的な満足度は上がっている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

・富士駅南まちづくりセンターは改修後2
年半であり、認知度が低い中にあって、
「不満」「やや不満」が2.7%から1.2%に低
下し、「満足」「やや満足」に「普通」を加
えて見た場合、評価値97.3％から確定値
98.8％に増加していることから、相対的
な満足度は上がり、評価は高い。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

・まちづくり活動参加者数は目標値・評
価値ともに超える良好な結果である。こ
れは、講座の種類や参加しやすさ等に
起因していることが考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

30

計測時期

H29年11月

H29年4月

○

指　標 従前値 目標値

指標１
まちづくりセンター利
用満足度

％ 26

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

40

見込み・確定
の別

50 △

事後評価

46

82,166

指標４ 防災拠点満足度 ％ 25

指標２
まちづくり活動参加者
数

人 78,000

36

55

○

△

目標値

42

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・歩行者の安全性の確保

・地域コミュニティに対する利便性向上および周知のた
めの情報発信
・地域コミュニティの担い手となる人材育成

・交通結節機能を含む交通環境の向上

・地域防災拠点の周知

・講座の充実や利用環境の向上などの周知のため
の情報発信により、周知が広まった。
・団体への支援により、住民主体の取組が拡大し
た。
・コミュニティの担い手となる人材の育成や発掘、情
報共有などが広がった。

・道路や駅前広場の整備を促進した。

・まちづくりセンターにおける講座の充実
・地区団体への支援の継続
・地区団体の人材育成・発掘への支援
・情報発信・情報共有の拡充

・狭あい道路の拡幅整備の促進
・富士駅周辺道路及び駅前広場の再配置（都市計画変更）
・まちなか循環バスの運行

・地域防災訓練等の実施支援
・防災啓発イベントの開催

実施した結果

・バリアフリー環境整備促進事業に基づき、歩道の
改修が進むとともに、交通マナーに取り組む意識が
高まった。

・地域防災拠点の認知度を高めるため、まちづくり
センターの施設および有する機能の周知を図った。

・歩道の改修事業
・交通安全運動の推進

実施した具体的な内容

・講座や利用の手続きなど、ソフト面の満足度アップを図るため、
講座の拡充や利用環境の見直しおよびそれらの周知の強化等を
進める。
・富士駅北および富士駅南まちづくりセンターのさらなる利便性の
向上のための駐車場の効果的な活用および施設自体のPR強化
等により、住民主体の取組を支援する。

・バリアフリー化の促進、狭あい道路の拡幅整備の促進、駅周辺
における駐車場の確保、自転車・自動車利用者へのマナー啓発
などを行い、さらなる交通環境の充実を図る。

・防災拠点としての認知度を高めるため、防災訓練等をとおして、
防災施設のPRのさらなる充実を推進する。

今後の課題　その他特記事項

・今後とも、定期的、継続的に交通マナーの啓発にとりくむ。

実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項具体的内容


